
Ⅰ
本
事
例
の
ポ
イ
ン
ト

藤
田
建
設
工
業
株
式
会
社
は
１
９
５
０
（
昭
和
25
）

年
に
創
業
し
た
。
創
業
以
来
「
仕
事
は
仕
事
で
と
れ
」

を
掲
げ
て
業
容
を
拡
大
。
こ
の
言
葉
は
「
良
い
仕
事
を

す
る
こ
と
が
呼
び
水
と
な
り
、
次
の
仕
事
を
呼
ん
で
く

る
」
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
全
社
一
丸
と

な
っ
て
地
域
に
評
価
し
て
も
ら
え
る
会
社
づ
く
り
を
目

ざ
し
て
き
た
。

ま
た
、
同
社
は
福
島
県
で
最
も
多
く
の「
福
島
県
優

良
建
設
工
事
知
事
表
彰
」
を
受
け
て
お
り
、
技
術
力
と

施
工
品
質
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
雇
用
管
理
の
面

で
も「
仕
事
と
生
活
の
調
和
」
推
進
企
業
な
ど
多
く
の

認
証
を
受
け
て
お
り
、
さ
ら
に
、
２
０
２
０（
令
和
２
）

年
か
ら
4
年
連
続
で「
健
康
経
営
優
良
法
人
」（
中
小
規

模
法
人
部
門
）
の
認
定
を
受
け
る
な
ど
、
従
業
員
の
健

康
に
対
す
る
意
識
の
高
さ
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

Ｐ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
Ｔ

1�

経
験
豊
富
な
高
齢
従
業
員
は
、
事
業
継
続
に
不
可
欠

な
存
在
で
あ
り
、
就
業
規
則
を
改
定
し
て
、
定
年
年

齢
と
継
続
雇
用
の
年
齢
上
限
を
引
き
上
げ
て
、
長
く

継
続
し
て
働
け
る
環
境
を
整
備
し
た
。

2�

高
齢
従
業
員
は
国
家
資
格
保
有
者
が
多
い
た
め
、
専

門
性
を
活
か
し
て
活
躍
し
て
も
ら
う
た
め
に
定
年
後

も
資
格
手
当
を
支
給
し
て
、給
与
の
底
上
げ
を
図
っ
た
。

3�

柔
軟
な
勤
務
形
態
に
よ
り
高
齢
従
業
員
の
就
業
継
続

を
支
援
。
ま
た
、
継
続
教
育
制
度
（
Ｃ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
）
を

活
用
し
、
中
高
年
の
ス
キ
ル
維
持
・
向
上
を
促
進
し

た
。
さ
ら
に
、
70
歳
以
上
の
従
業
員
の
表
彰
制
度
や

会
長
特
別
賞
に
よ
り
、
高
齢
従
業
員
の
意
欲
向
上
を

図
っ
た
。

4�

Ｉ
Ｃ
Ｔ
、
Ｄ
Ｘ
の
導
入
に
よ
り
作
業
効
率
を
向
上
さ

せ
つ
つ
、
高
齢
従
業
員
の
経
験
・
技
能
を
活
か
せ
る

職
場
を
実
現
し
た
。

藤ふ

じ

田た

建け

ん

設せ

つ

工こ

う

業ぎ
ょ
う 

株
式
会
社 

（
福
島
県
東ひ

が
し

白し
ら

川か
わ

郡ぐ
ん

棚た
な

倉ぐ
ら

町ま
ち

）

高年齢者活躍企業コンテスト
令和7年度

厚生労働大臣表彰

特別賞
企
業
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

高
齢
従
業
員
が
自
ら
の
国
家
資
格
を
活
か
し

即
戦
力
と
し
て
活
躍
で
き
る
職
場
環
境
を
実
現

藤田建設工業 株式会社
（福島県東白川郡棚倉町）

 創業　1950（昭和25）年
 業種　総合工事業
 従業員数　	 173人（2025〈令和７〉年4月1日現在）
  60歳以上　	 78人
  （ 内　 訳 ）	 60～64歳	 25人	（14.5％）

	 65～69歳	 32人	（18.5％）
	 70歳以上	 21人	（12.1％）

 定年・継続雇用制度
定年65歳。希望者全員を70歳まで再雇用。その後は運用
により一定の条件のもと、年齢上限なく再雇用。最高年齢
者は87歳

2025.10 24



特集

5�

健
康
講
習
、
熱
中
症
対
策
、
感
染
症
予
防
な
ど
、
健

康
管
理
体
制
の
強
化
に
努
め
、
健
康
経
営
優
良
法
人

の
認
定
を
受
け
た
。

Ⅱ
企
業
の
沿
革
・
事
業
内
容

同
社
は
創
業
75
年
を
誇
る
総
合
工
事
会
社
で
あ
る
。

創
業
以
来
、
管
路
更
生
工
事
や
、
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
関
す
る
調
査
・
研
究
・
企
画
・
設
計
な
ど
幅
広
い
事

業
を
展
開
し
て
き
た
。
Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
認
証
取
得
や
働
き
や

す
い
職
場
づ
く
り
に
も
注
力
し
、
地
域
と
顧
客
に
評
価

さ
れ
る
企
業
を
目
ざ
し
て
き
た
。「
良
い
仕
事
が
次
の

仕
事
を
呼
ぶ
」
と
い
う
精
神
を
大
切
に
し
、
信
頼
と
実

績
を
積
み
重
ね
て
い
る
。
雇
用
管
理
に
関
す
る
認
証
も

数
多
く
受
け
て
お
り
、
と
り
わ
け
仕
事
と
子
育
て
が
両

立
で
き
る
職
場
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
２
０
０
７
（
平

成
19
）
年
に
「
仕
事
と
生
活
の
調
和
」
推
進
企
業
、
２

０
０
８
年
に
「
子
育
て
応
援
」
中
小
企
業
、
２
０
１
６

年
に
「
働
く
女
性
応
援
」
中
小
企
業
な
ど
の
認
証
を
県

よ
り
受
け
て
い
る
。

Ⅲ
高
齢
化
の
状
況
、

職
場
改
善
等
の
背
景
と
進
め
方

本
店
を
置
く
福
島
県
東
白
川
郡
棚
倉
町
は
、
人
口
減

少
と
高
齢
化
が
進
む
地
域
で
、
事
業
継
続
を
推
進
す
る

に
は
若
年
者
の
採
用
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
高
齢
従
業

員
の
活
躍
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
特
に
国
家
資
格
を
有

す
る
高
齢
従
業
員
の
存
在
は
、
建
設
業
に
お
け
る
品
質

確
保
や
受
注
維
持
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ

と
に
鑑
み
、
高
齢
従
業
員
が
長
期
に
わ
た
り
活
躍
で
き

る
職
場
環
境
の
整
備
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
っ
た
。

２
０
２
０
年
に
就
業
規
則
を
改
定
し
、
定
年
年
齢
と

継
続
雇
用
制
度
の
年
齢
上
限
の
引
上
げ
を
行
い
、
高
齢

従
業
員
が
長
期
に
わ
た
り
活
躍
で
き
る
職
場
環
境
の
整

備
を
進
め
た
。
現
在
、60
歳
以
上
の
従
業
員
数
は
78
人
、

そ
の
う
ち
70
代
は
19
人
、
80
代
は
２
人
で
、
最
高
年
齢

者
の
87
歳
の
従
業
員
は
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
て

経
営
相
談
や
福
島
県
内
は
も
と
よ
り
、
さ
ら
に
広
域
の

情
報
収
集
に
お
い
て
活
躍
し
て
い
る
。

Ⅳ
改
善
の
内
容

（
１
）
制
度
に
関
す
る
改
善

①
定
年
年
齢
の
引
上
げ

２
０
２
０
年
に
60
歳
定
年
と
希
望
者
全
員
65
歳
ま
で

の
継
続
雇
用
制
度
の
年
齢
を
そ
れ
ぞ
れ
5
歳
ず
つ
引
き

上
げ
、
定
年
は
65
歳
に
、
継
続
雇
用
は
希
望
者
全
員
70

歳
ま
で
と
し
、
70
歳
以
降
も
本
人
の
健
康
状
態
と
業
務

量
に
よ
り
年
齢
上
限
な
く
再
雇
用
し
て
い
る
。
同
社
に

は
「
高
齢
従
業
員
に
は
定
年
後
も
働
け
る
か
ぎ
り
は
働

き
続
け
て
ほ
し
い
」
と
い
う
思
い
が
あ
る
。
同
社
の
会

長
は
、
人
生
の
目
的
・
目
標
を
持
ち
、
社
会
に
貢
献
す

る
こ
と
が
元
気
で
長
生
き
す
る
秘
訣
で
あ
り
、「
き
ょ

う
い
く
（
教
育≠

今
日
、
行
く
と
こ
ろ
）」
と
「
き
ょ
う

よ
う
（
教
養≠

今
日
の
用
事
）」
を
持
つ
こ
と
を
高
齢

従
業
員
に
す
す
め
て
い
る
。

②
賃
金
制
度
・
人
事
評
価
制
度

定
年
後
も
安
定
し
た
収
入
を
確
保
で
き
る
よ
う
に
賃

金
制
度
を
整
備
し
、
満
60
歳
で
肩
書
き
は
変
わ
る
も
の

の
、
給
与
は
同
額
を
支
給
し
て
い
る
。
65
歳
で
定
年
を

迎
え
る
と
、
役
職
を
外
れ
ス
タ
ッ
フ
職
と
な
る
が
、
基

本
給
は
定
年
前
の
約
85
％
を
維
持
し
、
引
き
続
き
月
給

制
を
採
用
し
て
い
る
。
70
歳
以
降
は
日
給
制
へ
移
行
す

る
が
、
国
家
資
格
手
当
は
年
齢
に
か
か
わ
り
な
く
支
給

し
て
お
り
、高
齢
従
業
員
の
収
入
を
安
定
さ
せ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
高
齢
従
業
員
の
生
活
の
安
定
を
図
る
と
と

も
に
、
若
手
従
業
員
が
資
格
を
取
得
す
る
意
欲
の
向
上

に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

ま
た
、
高
齢
従
業
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
・

向
上
の
た
め
、定
年
後
も
評
価
制
度
を
導
入
し
て
お
り
、

上
司
に
よ
る
評
価
結
果
を
専
務
（
2
人
）
と
常
務
の
3

人
に
よ
る
確
認
を
経
て
社
長
が
最
終
判
断
し
、
賞
与
に

反
映
し
て
い
る
。
評
価
に
は
査
定
用
シ
ー
ト
を
使
用
し

て
い
る
が
、
高
齢
従
業
員
は
時
短
勤
務
や
勤
務
日
数
が
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異
な
る
の
で
柔
軟
に
対
応
し
て
い
る
。

③
勤
務
形
態

定
年
後
の
再
雇
用
に
際
し
て
は
「
再
就
職
希
望
申
出

書
」
を
提
出
し
て
も
ら
い
、
本
人
の
希
望
に
沿
っ
た
柔

軟
な
働
き
方
を
可
能
な
か
ぎ
り
認
め
て
い
る
。実
際
に
、

親
の
介
護
の
た
め
に
週
3
日
勤
務
の
選
択
、
遠
距
離
通

勤
に
と
も
な
う
時
差
出
勤
の
選
択
、
公
的
年
金
の
受
給

に
配
慮
し
た
勤
務
日
数
の
調
整
な
ど
、
多
様
な
働
き
方

が
実
現
し
て
お
り
、
定
年
退
職
に
よ
る
知
識
や
技
能
の

流
出
を
防
ぐ
効
果
を
上
げ
て
い
る
。

④
役
割
の
明
確
化

定
年
年
齢
を
引
き
上
げ
た
こ
と
に
よ
る
60
歳
か
ら
65

歳
ま
で
の
５
年
間
に
、
役
職
者
の
役
割
と
し
て
「
後
任

へ
の
引
継
ぎ
」や「
後
進
の
育
成
」を
明
確
化
し
、技
術・

技
能
の
確
実
な
伝
承
を
行
う
た
め
役
職
名
を
変
更
し
、

後
任
者
へ
の
確
実
な
引
継
ぎ
を
行
っ
て
い
る
。
後
進
が

育
っ
て
い
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
役
職
を
継
続
す
る
の

で
は
な
く
、
あ
え
て
役
職
名
を
変
更
す
る
こ
と
で
、
引

き
継
ぐ
ほ
う
も
引
き
継
が
れ
る
ほ
う
も
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ

ト
を
把
握
し
、
確
実
に
技
術
・
技
能
を
伝
承
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
る
。
役
職
名
の
変
更
の
例
と
し
て
は
、「
執

行
役
員
」⇒

「
ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」、「
取
締
役
」

⇒

「
参
与
」、「
部
長
」⇒

「
シ
ニ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」

な
ど
が
あ
る
。

（
２
）
意
欲
・
能
力
の
維
持
・
向
上
の
た
め
の
取
組
み

①
国
家
資
格
取
得
の
支
援

建
設
業
で
は
、
高
い
品
質
を
提
供
す
る
た
め
に
「
有

資
格
者
」
の
存
在
が
不
可
欠
で
あ
り
、
実
務
経
験
を
重

ね
、
国
家
資
格
の
取
得
を
希
望
す
る
従
業
員
に
は
受
験

費
用
や
教
材
費
、
講
習
の
費
用
を
全
額
会
社
が
負
担
し

て
資
格
取
得
の
後
押
し
を
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
従

業
員
の
64
％
が
有
資
格
者
と
な
っ
て
い
る
。
継
続
学
習

制
度
（
Ｃ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
）
も
活
用
し
て
お
り
、
技
能
の
陳
腐

化
を
防
ぎ
な
が
ら
、
実
務
に
即
し
た
知
識
を
継
続
的
に

習
得
で
き
る
仕
組
み
は
、
特
に
中
高
年
従
業
員
に
と
っ

て
有
効
で
あ
る
。

②
表
彰
制
度

70
歳
以
上
の
従
業
員
を
対
象
に
、
年
間
を
通
じ
て
無

事
故
・
無
違
反
で
業
務
に
精
励
し
た
者
を
「
優
良
従
業

員
」と
し
て
表
彰
す
る
制
度
を
設
け
て
い
る
。
さ
ら
に
、

70
歳
を
迎
え
た
従
業
員
に
は「
会
長
特
別
賞
」を
贈
呈
、

こ
れ
に
よ
り
、
高
齢
従
業
員
の
安
全
意
識
や
法
令
遵
守

意
識
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
表
彰
を
通
じ
て
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
・
向
上
に
つ
な
げ
て
い
る
。

（
３
）�

雇
用
継
続
の
た
め
の
作
業
環
境
の
改
善
、�

健
康
管
理
、
安
全
衛
生
、
福
利
厚
生
の
取
組
み

①
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
、Ｄ
Ｘ
、Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
化

国
土
交
通
省
が
推
進
す
る「i-Construction

」や「
建

設
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）」、

「
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
（
3
次
元
デ
ー
タ
を
使
っ
た
設
計
・

施
工
）」
と
い
っ
た
最
新
の
技
術
を
活
用
し
、
現
場
の
効

率
化
や
作
業
の
高
度
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
特
に
Ｂ

Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
は
、
設
計
図
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
、
そ
れ

を
も
と
に
施
工
を
機
械
で
行
う
情
報
化
施
工
で
あ
る
。

し
か
し
、
現
場
の
環
境
や
条
件
は
異
な
る
た
め
、
細

か
な
調
整
に
は
熟
練
者
の
知
識
や
経
験
が
必
要
と
な

る
。
施
工
そ
の
も
の
は
、
機
械
化
に
よ
り
若
手
で
も
対

応
可
能
で
あ
る
が
、
各
工
程
や
仕
組
み
を
理
解
し
な
が

ら
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
現
場
で
は
高
齢

の
熟
練
者
が
若
手
に
指
導
を
行
い
な
が
ら
、
と
も
に
施

工
を
進
め
て
い
る
。

高
度
な
技
術
を
活
用
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
な
ど
を
進
め
る

一
方
で
、
同
社
は
働
き
方
改
革
の
一
環
と
し
て
、
全
従

業
員
の
残
業
時
間
や
年
次
有
給
休
暇
の
取
得
状
況
を
一

元
的
に
管
理
で
き
る
電
子
出
退
勤
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し

た
。
一
般
的
に
普
及
し
て
い
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア

プ
リ
に
よ
る
管
理
方
法
は
、
高
齢
従
業
員
に
と
っ
て
は

操
作
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
判
断
し
、
だ
れ
で
も
簡
単

に
カ
ー
ド
を
か
ざ
す
だ
け
で
出
退
勤
情
報
が
記
録
さ
れ

る
シ
ス
テ
ム
を
採
用
。
さ
ら
に
、
こ
の
カ
ー
ド
に
は
社

是
や
経
営
方
針
を
印
字
し
、
従
業
員
が
日
々
の
業
務
の

な
か
で
自
然
と
企
業
理
念
に
ふ
れ
ら
れ
る
よ
う
工
夫
さ

れ
て
お
り
、
企
業
風
土
の
醸
成
に
も
寄
与
し
て
い
る
。

②
作
業
環
境
改
善

高
齢
従
業
員
の
安
全
と
負
担
軽
減
を
目
的
に
最
新
技

術
を
積
極
的
に
導
入
し
て
い
る
。作
業
効
率
や
利
便
性
、

安
全
性
の
向
上
を
目
的
に
導
入
し
た
ラ
ジ
コ
ン
草
刈
機

は
、
斜
面
作
業
の
危
険
を
回
避
す
る
こ
と
で
身
体
的
負

担
の
大
幅
な
軽
減
に
つ
な
が
っ
た
。
電
動
バ
ッ
ク
ホ
ウ

（
地
面
を
掘
削
す
る
た
め
に
使
わ
れ
る
建
設
機
械
）
は
、

振
動
・
騒
音
・
排
気
ガ
ス
を
抑
え
、
高
齢
従
業
員
の
疲

労
軽
減
と
環
境
負
荷
低
減
に
寄
与
し
て
い
る
。

③
安
全
衛
生
、
健
康
管
理

高
齢
従
業
員
の
健
康
維
持
と
安
全
確
保
を
目
的
に
、
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特集

ね
、
国
家
資
格
の
取
得
を
希
望
す
る
従
業
員
に
は
受
験

費
用
や
教
材
費
、
講
習
の
費
用
を
全
額
会
社
が
負
担
し

て
資
格
取
得
の
後
押
し
を
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
従

業
員
の
64
％
が
有
資
格
者
と
な
っ
て
い
る
。
継
続
学
習

制
度
（
Ｃ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
）
も
活
用
し
て
お
り
、
技
能
の
陳
腐

化
を
防
ぎ
な
が
ら
、
実
務
に
即
し
た
知
識
を
継
続
的
に

習
得
で
き
る
仕
組
み
は
、
特
に
中
高
年
従
業
員
に
と
っ

て
有
効
で
あ
る
。

②
表
彰
制
度

70
歳
以
上
の
従
業
員
を
対
象
に
、
年
間
を
通
じ
て
無

事
故
・
無
違
反
で
業
務
に
精
励
し
た
者
を
「
優
良
従
業

員
」と
し
て
表
彰
す
る
制
度
を
設
け
て
い
る
。
さ
ら
に
、

70
歳
を
迎
え
た
従
業
員
に
は「
会
長
特
別
賞
」を
贈
呈
、

こ
れ
に
よ
り
、
高
齢
従
業
員
の
安
全
意
識
や
法
令
遵
守

意
識
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
表
彰
を
通
じ
て
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
・
向
上
に
つ
な
げ
て
い
る
。

（
３
）�

雇
用
継
続
の
た
め
の
作
業
環
境
の
改
善
、�

健
康
管
理
、
安
全
衛
生
、
福
利
厚
生
の
取
組
み

①
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
、Ｄ
Ｘ
、Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
化

国
土
交
通
省
が
推
進
す
る「i-Construction

」や「
建

設
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）」、

「
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
（
3
次
元
デ
ー
タ
を
使
っ
た
設
計
・

施
工
）」
と
い
っ
た
最
新
の
技
術
を
活
用
し
、
現
場
の
効

率
化
や
作
業
の
高
度
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
特
に
Ｂ

Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
は
、
設
計
図
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
、
そ
れ

を
も
と
に
施
工
を
機
械
で
行
う
情
報
化
施
工
で
あ
る
。

し
か
し
、
現
場
の
環
境
や
条
件
は
異
な
る
た
め
、
細

か
な
調
整
に
は
熟
練
者
の
知
識
や
経
験
が
必
要
と
な

る
。
施
工
そ
の
も
の
は
、
機
械
化
に
よ
り
若
手
で
も
対

応
可
能
で
あ
る
が
、
各
工
程
や
仕
組
み
を
理
解
し
な
が

ら
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
現
場
で
は
高
齢

の
熟
練
者
が
若
手
に
指
導
を
行
い
な
が
ら
、
と
も
に
施

工
を
進
め
て
い
る
。

高
度
な
技
術
を
活
用
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
な
ど
を
進
め
る

一
方
で
、
同
社
は
働
き
方
改
革
の
一
環
と
し
て
、
全
従

業
員
の
残
業
時
間
や
年
次
有
給
休
暇
の
取
得
状
況
を
一

元
的
に
管
理
で
き
る
電
子
出
退
勤
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し

た
。
一
般
的
に
普
及
し
て
い
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア

プ
リ
に
よ
る
管
理
方
法
は
、
高
齢
従
業
員
に
と
っ
て
は

操
作
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
判
断
し
、
だ
れ
で
も
簡
単

に
カ
ー
ド
を
か
ざ
す
だ
け
で
出
退
勤
情
報
が
記
録
さ
れ

る
シ
ス
テ
ム
を
採
用
。
さ
ら
に
、
こ
の
カ
ー
ド
に
は
社

是
や
経
営
方
針
を
印
字
し
、
従
業
員
が
日
々
の
業
務
の

な
か
で
自
然
と
企
業
理
念
に
ふ
れ
ら
れ
る
よ
う
工
夫
さ

れ
て
お
り
、
企
業
風
土
の
醸
成
に
も
寄
与
し
て
い
る
。

②
作
業
環
境
改
善

高
齢
従
業
員
の
安
全
と
負
担
軽
減
を
目
的
に
最
新
技

術
を
積
極
的
に
導
入
し
て
い
る
。作
業
効
率
や
利
便
性
、

安
全
性
の
向
上
を
目
的
に
導
入
し
た
ラ
ジ
コ
ン
草
刈
機

は
、
斜
面
作
業
の
危
険
を
回
避
す
る
こ
と
で
身
体
的
負

担
の
大
幅
な
軽
減
に
つ
な
が
っ
た
。
電
動
バ
ッ
ク
ホ
ウ

（
地
面
を
掘
削
す
る
た
め
に
使
わ
れ
る
建
設
機
械
）
は
、

振
動
・
騒
音
・
排
気
ガ
ス
を
抑
え
、
高
齢
従
業
員
の
疲

労
軽
減
と
環
境
負
荷
低
減
に
寄
与
し
て
い
る
。

③
安
全
衛
生
、
健
康
管
理

高
齢
従
業
員
の
健
康
維
持
と
安
全
確
保
を
目
的
に
、

線
で
働
く
。
数
多
く
の
資
格
を
活
か
し
、
電
気
工
事
、

太
陽
光
発
電
所
の
維
持
管
理
お
よ
び
社
内
作
業
所
の
仮

設
電
気
設
置
業
務
を
担
当
、
取
引
先
か
ら
の
信
頼
も
厚

い
。
現
在
は
、
若
手
の
電
気
担
当
者
へ
技
術
の
伝
承
、

指
導
教
育
に
も
注
力
し
て
い
る
。

「
電
気
工
事
に
た
ず
さ
わ
り
53
年
、
入
社
し
て
16
年

間
仕
事
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
充
実
感
、
達
成
感
な
ど

の
手
ご
た
え
を
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
日
々
勉
強

の
毎
日
で
、
ス
キ
ル
や
知
識
の
向
上
に
努
力
し
、
お
客

さ
ま
や
会
社
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
も
う
少
し
が
ん
ば

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

金か
な

沢ざ
わ

真ま
こ
と

さ
ん
（
66
歳
）
は
熊
田
さ
ん
と
同
じ
く
数
多

く
の
資
格
を
有
し
て
お
り
、
管
理
部
の
安
全
を
担
当
す

る
技
術
者
、
技
能
検
定
の
講
師
と
し
て
活
躍
し
な
が
ら

職
場
の
安
全
管
理
に
不
断
の
努
力
を
は
ら
い
続
け
て
き

た
。
現
在
は
、
後
任
の
指
導
・
育
成
に
尽
力
し
、
地
元

の
野
球
チ
ー
ム
な
ど
の
地
域
活
動
に
も
貢
献
、
人
脈
を

活
か
し
な
が
ら
積
極
的
に
活
動
し
て
い
る
。

「
こ
の
12
年
間
、
安
全
管
理
者
と
し
て
災
害
発
生
防

止
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
こ
の
間
、
災
害
件
数
が
4
分

の
１
ま
で
減
少
し
た
こ
と
を
ふ
り
返
る
と
、
経
営
方
針

で
あ
る
『
安
全
は
会
社
の
い
の
ち
』
を
全
従
業
員
へ
意

識
づ
け
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
感
慨
深
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。
今
後
も
若
手
の
技
術
者
を
教
育
し
、
引
き

続
き
、
災
害
防
止
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
」

（
６
）
今
後
の
課
題

同
社
は
県
内
企
業
を
代
表
す
る
立
場
と
し
て
、
法
令

を
遵
守
し
社
会
的
要
望
に
応
え
て
邁
進
し
て
き
た
。 

高
齢
者
雇
用
に
関
し
て
も
検
討
を
重
ね
、
で
き
る
こ
と

か
ら
て
い
ね
い
に
実
施
し
て
き
た
姿
勢
は
こ
れ
か
ら
も

維
持
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

一
方
で
、昨
今
新
た
に
求
め
ら
れ
て
い
る
「i-Const

‑ruction

、
建
設
Ｄ
Ｘ
、
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
」
な
ど
の

電
子
化
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
業
務
効
率
化
、
人
手

不
足
解
消
に
つ
な
げ
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
仕
組
み

を
利
用
し
、
高
齢
従
業
員
へ
の
活
用
や
作
業
負
荷
軽
減

に
活
か
し
、
長
く
企
業
で
活
躍
で
き
る
風
土
づ
く
り
を

目
ざ
し
て
い
く
。
時
代
の
一
歩
先
を
行
く
同
社
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
は
続
く
。

年
2
回
の
外
部
講
師
に
よ
る
健
康
講
習
を
実
施
し
て
い

る
。
腰
痛
や
眼
精
疲
労
対
策
と
し
て
ス
ト
レ
ッ
チ
指
導

を
行
い
、
参
加
者
か
ら
は
高
評
価
を
得
て
い
る
。
全
従

業
員
が
民
間
医
療
保
険
に
加
入
し
て
お
り
、
病
気
や
け

が
へ
の
備
え
も
万
全
で
あ
る
。
健
康
診
断
後
の
二
次
検

査
も
徹
底
し
、
再
受
診
を
強
く
う
な
が
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
熱
中
症
対
策
と
し
て
電
動
フ
ァ
ン
つ
き
作

業
服
や
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
値（
暑
さ
指
数
）の
管
理
を
徹
底
し
、

感
染
症
予
防
で
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
全
額

会
社
負
担
で
実
施
し
て
い
る
。

（
4
）
そ
の
他
の
取
組
み

同
社
は
、
高
齢
者
雇
用
に
積
極
的
に
取
り
組
む
だ
け

で
な
く
、
す
べ
て
の
従
業
員
が
働
き
や
す
い
職
場
づ
く

り
を
推
進
し
て
き
た
。
温
泉
施
設
を
活
用
し
た
研
修
で

は
世
代
間
交
流
を
促
進
し
、
健
康
経
営
の
推
進
に
よ
り

「
健
康
経
営
優
良
法
人
」
に
4
年
連
続
で
認
定
さ
れ
て

い
る
。

ま
た
、
障
害
の
あ
る
従
業
員
や
高
齢
従
業
員
に
は
設

備
改
修
や
柔
軟
な
勤
務
形
態
を
導
入
し
、
女
性
に
は
育

児
支
援
や
役
職
登
用
、安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
を
実
施
、

だ
れ
も
が
能
力
次
第
で
活
躍
で
き
る
社
風
の
構
築
を
推

進
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
事
業
展
開
に
よ
り
、

地
域
経
済
へ
の
貢
献
も
評
価
さ
れ
、
２
０
１
８
年
に
は

「
地
域
未
来
牽
引
企
業
」（経
済
産
業
省
）に
選
定
さ
れ
た
。

（
５
）
高
齢
従
業
員
の
声　

熊く
ま

田だ

秋あ
き

夫お

さ
ん（
73
歳
）は
社
歴
16
年
目
を
迎
え
た
。

営
業
企
画
部
に
所
属
し
、
現
在
も
技
術
者
と
し
て
第
一

エルダー27

令和 7 年度  高年齢者活躍企業コンテスト

金沢真さん（66歳） 熊田秋夫さん（73歳）


